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～新しい社会的養護～ 

 社会的養護という言葉には、広い意味

では、社会全体で子どもを育てるという

ような意味があるが、狭い意味では何ら

かの事情があって家庭での生活ができな

くなり、施設や里親などの代替養育で過

ごすということが含まれており、どちら

とも社会的養護と言われる。 

 施設の歴史をたどると、例えば児童養

護施設と呼ばれる施設は、かつては孤児

院と呼ばれ、親のいない児童を養育する

ための施設であったが、今では親のいな

い児童は少なくなっている。施設と言え

ば、イメージとして学校のような大きな

建物に、多くの子どもが集団生活をして

いるというイメージを持つ方もいるかも

しれない。確かにかつては、大舎制と呼ば

れる大きな建物で、同じ屋根の下で多く

の子どもが集団で生活しているというこ

ともあった。しかし、今では、国の方針に

も沿う形で、施設を少しでも家庭に近い

形にということで、小規模化が勧められ

ている。国も大きな建物を建てる場合に

は金を出さないが、地域に分散化した施

設、小規模化した施設（一軒家で６人程度

の子どもが生活するイメージ）を新設す

る場合には、お金を出すというような話

を聞いたこともある。 

 私が、担当する自治体でも、大舎制と呼

ばれる施設は減ってきており、ユニット

制、地域小規模、分園型と呼ばれるような

小さな集団を軸にした施設運営が主流と

なっている。 

 

～肉なしのカレー～ 

 少し前に、定員が６人である地域小規

模と呼ばれる施設で子どもと話をしてい

たときに、その子どもが『この前のカレー

に肉が入っていなかった』と不満を語る

場面に出会った。 

 この不満を聞いて、様々な疑問が思い

浮かんだ。そもそも肉がないのにカレー

を作ろうと思うだろうか。カレーを作る

に当たって、手順はそれぞれだとしても、

一般的には、玉ねぎ、ジャガイモ・にんじ

んを炒めて・・・肉を入れようと思った

ら・・・「肉がない！」・・・ということが

あるだろうか。もしあったとして、そのま

ま肉がない状態でカレーを作り終えるこ

とがあるだろうか。肉がなければ、近所の

『余地』～相談業務を楽しむ方法３０～ 
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スーパーに買いに行く、冷凍庫に肉がな

いか探すなど方法は思い当たる・・・。 

 そんな疑問を頭にしながら、その子ど

もの話を聞いていると、その日の調理を

担当している職員も、肉がないことは把

握しており、別の職員が出勤してきたタ

イミングで、肉を買いに行こうとしてい

たが、その職員が発熱して出勤できなく

なってしまったので、肉を買いにいくタ

イミングを失ってしまったとのことであ

った。 

 その施設では、玉ねぎやジャガイモな

どの野菜は、常備菜として保存している

が、肉などの生鮮食品は、衛生面など管理

のルールが厳しく、その都度買いに行か

なければならなかったようである。そこ

で働く職員に聞いたところによると、同

じ法人であっても、そうしたルールが課

せられているのは、小規模化された施設

だけであり、その施設の大元である本園

では、大きな調理室が併設されており、業

者が肉などの食材を運んでくるため、調

理をする段階で食材がないということは

ないとのことであった。 

 

～テーブルの上にバナナ～ 

 施設の中には、赤ちゃんを専門的に養

育する「乳児院」という施設がある。これ

また国の方針では、乳児院ではなく、より

家庭に近い形で養育をするようにと、里

親宅で生活をするようにとの方針が定め

られている。乳児院と里親の違いとして、

乳児院では、養育者が交代制であるが、里

親は養育者が交代することなく、関わる

大人が一貫していることがあげられる。

ただ、そのこと以上になるほどと思った

のは、乳児院ではテーブルの上にバナナ

が置いたままになることはないが、里親

宅ではテーブルの上にバナナが置いたま

まになることがあるということである。 

 ここではバナナを例としてあげている

が、乳児院では、数人の乳児～幼児が集団

で生活するため、食事の管理は一括して

行われ、アレルギーや誤飲などを考えて、

食材がそのまま置かれているということ

はない。里親宅は、あくまでも一般の家庭

である。ときにはテーブルの上にバナナ

が置かれたままになっていることもある

かもしれない。 

 またバナナとは言わず、乳児院ではテ

ーブルの上に花を活けた一輪挿しを置く

ようなことはないが、一般の家庭ではあ

るかもしれない。実際に乳児院から里親

宅に移行するためにお試しでお泊りをし

た際に、一輪挿しをコップと勘違いした

いのか、一輪挿しの水を飲もうした子ど

もがいた。（里親さんが飲む前に気付いて

すぐに一輪挿しは片付けられた）ずっと

乳児院の生活だと、花を活けるというこ

とを知らずに育ったかもしれない。 

 

～小規模化とか家庭的に含まれるもの～ 

 小規模な環境をとか、家庭的な養育環

境をと言われ、その理由に、養育者との愛
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着形成や一貫した養育などが挙げられる

が、肉のないカレーやテーブルの上のバ

ナナに焦点が当てられることはない。小

規模化したせいで、肉のないカレーにな

ってしまったという話ではなく、小規模

化していくことで、職員が肉を買いに行

く余裕もない環境になる可能性があるこ

とを理解しておかなければいけないとい

う話である。 

テーブルの上にバナナや一輪挿しがあ

る方が良いのか、良くないのかという話

でもなく、「家庭的」と呼ばれる言葉には、

テーブルの上のバナナや一輪挿しのよう

に、議論している専門化が気にもしない

ことも含まれるとういうことである。「小

規模化」や「家庭的な環境」を議論する際

には、是非ともそうした視点も念頭に置

いて頂きたい。 

 また、小規模化を推進した施設の課題

として、緊急時に助けを呼べないという

ことを聞いたことがある。その小規模施

設は、一軒家を借りて数人の子どもらが

生活をしているが、施設の大元（本園）か

ら物理的に離れているため、緊急時に職

員を呼んだとしても本園から離れている

ため、到着まで時間がかかるという話で

あった。 

大舎制であれば、すぐ隣のホームに助

けを呼ぶことも出来るだろうし、事務所

に誰かがいる可能性もある。小規模化を

進めることで孤立感を助長させてしまう

ことがあるかもしれない。 

国の動向は、何がなんでも小規模化、家

庭的な養育を目指すという印象が強い。  

施設が良いのか、里親が良いのかとい

う論争は、頻繁に耳にするが、そうやって

論争していることには、無意味さしか感

じない。 

小規模化や家庭的を語る際には、結論

あり気の話ではなく、その場で子どもが

どのような生活を送ることになるのか、

その子どもに対して、周囲の大人がどの

ような関わり方が出来るのか、そして、そ

のことが子どもにどのような影響を与え

ることになるのかなど、子どもの生活に

根付いた議論が行われなくてはいけない

だろう。 


